
カーテンウォールにより、大型建築のファサード の在り方は劇的に変化した。
しかし、外部からの可視性の高いそのファサード は逆に内部空間への人々想像力を減らしているのではないか。
実質的な透明でなく、見えるようで見えない感覚 的な透明。外皮から内部空間へと続いていく、人々の想像力を膨らませる新たな建築の
外皮（スキン）。 2 0 2 0 年 の カ ー テ ン ウ ォ ー ル の 提 案。
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虚 の カ ー テ ン ウ ォ ー ル

カーテンウォールに
よって生み出された可
視性の高い建築。
これは実体としての透
明である。

家具におけるカーテンは奥の実
態は見えないがその向こう側を
想像させる感覚的な透明であ
る。
このような外皮の在り方が新た
なビルにあるのではないか、
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プランニング
において直線
は次の展開へ
の想像性に欠
ける、
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切り替わりだ
と人々が想像
する像 ( 虚像 )
と実際の像（実
像）がずれて
しまう。

緩やかな曲面
は虚像と実像
が一致する。

その理論は平面的にだけでなく、断面的
にもいえることである。
断面的にもこのような構成にすることに
よって、スラブが感覚的に透明になる。

このような曲面が水平方向・垂直方
向にいくつも重なることにより、内
と外・層と層の境界が曖昧な新たな
建築のスキンが生まれる。

SECTION PLAN 1/300 PLAN

gellery

entrance lounge

hall
shop

w.c.
cafegellery

gelleryshop

smoke gellery

shop

w.c.

b.y.

shop

w.c.

shop

gellery

gellery

gelleryshop
lounge


